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所管センター 沖縄

分野 継承

研修コース名（日） 沖縄ルーツの再認識を通して学ぶソフトパワー活用と地域活性化

受入人数 12（15まで受入可能）

受入時期 下半期

来日日 2025年10月5日（日）

帰国日 2025年11月8日（土）

提案団体（日） 特定非営利活動法人レキオウィングス

提案団体
ウェブサイトアドレス

http://lequiowings.org/

研修員必要資格 不問

研修員に必要な
実務経験年数

不問

日本語能力（選択）
※日本語能力試験認定の目安参照

不問

英語能力（選択） 不問

研修目標
沖縄のアイデンティティが強化され、沖縄のソフトパワーを活かした研修員所属日系地域の
活性化に向けた具体的な実践案が組み立てられる。

期待される成果
（習得する技術）

１．ルーツとしての沖縄について理解が深まり、沖縄県人としてのアイデンティティが強化
される。
２．地域のリーダーとして地域活性化のための企画力、実践能力が高まる。
３．沖縄県と研修員所属日系地域のウチナーネットワークが強化される。

研修計画
（内容）

行政：沖縄県庁表敬、沖縄県の取組（「世界のウチナーンチュ大会」「世界のウチナーン
チュの日」「沖縄21世紀ビジョン」等）
歴史・文化：沖縄の歴史、伝統文化（エイサー、空手、三線、琉舞、しまくとぅば等）
平和：沖縄の心、平和教育、平和祈念資料館、平和の礎 等
リーダーシップ研修：地域活性化（沖縄県北部での事例研修、地域活性化事業案作成 等）
意見交換：県内の若手日系リーダー、学生、県費・市町村移住者子弟留学生、ウチナーネッ
トワークコンシェルジュ（UNC）、本研修の帰国研修員の会との交流 等
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本研修実施の意義
中南米日系社会への裨益効果

　本研修は、沖縄県の施策である「沖縄21世紀ビジョン」に掲げる「世界に開かれた交流と共生の島」
にある県系社会との連携、つまりウチナーネットワークの強化にも資するものとして企画している。ウ
チナーネットワークの強化・推進の上で、沖縄県と県系社会が抱える「沖縄アイデンティティの再認
識」と「沖縄と中南米のウチナーネットワークの強化」などの課題認識に応える取り組みを本研修で行
うことで、沖縄県の施策にも適うことを企図している。
　また、「海外ネットワークに関する万国津梁会議（沖縄県）」においても、「世界に開かれた交流と
共生の島」の実現に向け基本的課題においても「世界のウチナーネットワークの継承・発展」に向けた
取り組みが言及されており、その取り組みにおける課題の一つであるウチナーンチュとしての意識・ア
イデンティティの低下について「ウチナーンチュ意識の見える化」が提言されている。
　県系人のウチナーンチュアイデンティティの根っこには沖縄文化があり、「ウチナーンチュ意識の見
える化」においては、「沖縄文化の継承」が主要なテーマとなる。その証左として過去に参加した研修
員からも沖縄文化に関する研修を増やしてほしいというリクエストが多くあった。そこで、今回から沖
縄文化に関する研修を新たに導入し、「沖縄文化の継承」を目的に母県・沖縄で代々受け継がれてきた
文化継承の取り組みを採り上げる。

＜沖縄県と日系社会への貢献＞
　沖縄県では、「沖縄21世紀ビジョン」の実現のため、特に若い世代を対象とした交流事業を実施して
きた。本研修では、これまでそれら事業の対象にあたらなかった50歳までの人材を受け入れ対象として
いる。すでに中南米各地の沖縄県人会の活動に積極的に参加・貢献してきた人材、つまり、今まさに日
系社会の中心にいる世代向けの研修を行うことで、沖縄県の目指す施策の実現に寄与できる。研修期間
中は、地域社会で活躍する地域のリーダーの活動に触れ、交流する機会を持つ。また、これまでの本研
修参加研修員との連携も積極的に促しながら、帰国後所属日系社会で活躍するリーダーとしての人材を
育成する。さらに、JICA沖縄は、沖縄県をはじめ県内各市町村で受け入れている移住者子弟研修の研修
員にも本研修を公開受講可能とし、沖縄県全体の県系社会の人材育成にも貢献している。

＜ウチナーネットワーク発展のへの寄与＞
　講義で学んだことについての理解をさらに促進できるよう、視察・体験・意見交換などの機会を研修
期間中に設けることで、個々の研修員の沖縄のソフトパワーにさらに磨きをかけるだけでなく、人と人
との出会いによる生まれる「いちゃりばちょーでー」という沖縄の心の再認識につながることを狙う。

応募希望者への特記事項

　本研修の目的は、研修を通じて沖縄の現状を確認し、沖縄人としてのアイデンティティを
強化し、帰国後の沖縄の日系コミュニティの活性化を図ることです。
　そのために、参加者は沖縄の歴史や文化、ウチナーネットワーク強化の取り組みについて
学びます。
　したがって、帰国後に沖縄の日系コミュニティの活性化に貢献したいという強い意欲が応
募にあたって必要です。
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